
熊本博物館における の事例報告

坂本 直也

１． 博物館概要
熊本博物館は人文系 考古・歴史・美術工

芸・民俗 、自然史系 動物・植物・地質・天文・

理工 の資料を管理・保管する総合博物館で、

昭和２７年 １９５２ に開館し、現在地には昭和

５３年 １９７８ に所在地を変更した 写真 。

収蔵資料を約１４万点所蔵し、常設展示室に

加えて分野別の７つの収蔵庫に分散して管理

している。

本稿では、リニューアル後の の取り組

みと環境調査等の結果について報告する。

所 在：熊本市中央区古京町

竣 工：昭和５２年 ６月２３日

開 館：昭和５３年 ４月１日

リニューアル：平成３０年 １２月１日

構 造：鉄筋コンクリート、一部 造

地下１階地上２階

展示室面積：１８００㎡ １ ・２

特別展示室： ㎡ 室

収蔵庫面積：１２０４㎡ 分野別計７室

設 計：株式会社 黒川紀章建築

都市設計事務所

写真１ 熊本博物館外観 上空から

２． ＩＰＭの大きな流れと取り組み
当館は２０１８年のリニューアル後、 に

取り組むため、館内のゾーニングと施設内外

の環境調査を実施している。館周辺は木々に

囲まれ、虫や塵埃等が館内に入りやすい環境

となっており、早急な対応と改善が求められて

いた。そこで、現状としてどのような虫が入り

やすいのかの把握と、資料に被害が及ばない

ための予防とその対策をおこなうため、粘着ト

ラップやデータロガーなどを使用して、館内の

環境を調査することとした。

侵入害虫についてはトラップによる継続的な

調査を実施することで、月ごとの虫の増減や

施設内での年間を通した侵入経路の把握、発

生箇所などをグラフ化し、図面上にプロットす

ることで可視化できるようにした。翌年度以降

は、日常管理に加えて調査結果から保管環境

の改善や清掃などの予防的措置を周知し、対

策を行っている。

カビについては温度・湿度を館内各所に設

置しているデータロガーにて計測し、急激な変

動や外部からの影響、空気の滞留等の調査を

実施している。年間を通して温度２ ～ ℃

程度、相対湿度５０～６０％を目標とし、カビの

発生と拡大を抑制している。新規収蔵品に関

しては、殺虫・殺卵・殺菌の効果をもつ、酸化

エチレンを主成分とする燻蒸剤 エキヒューム

を使用したのち、虫や塵埃等を除去したも

のを収蔵庫に保管するようにしている。その他

カビか埃か判断しづらいものに関しては

検査を実施し、早急な対応をとるかの判断を

行っている。

また、調査結果については、季節ごとの特

徴や各収蔵庫の傾向を館内職員に周知し、資

料を管理する上での注意点や清掃方法につ

ての相談を適宜行っている。
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３． のスキームと対処例

当館における のスキームとしては、展

示室・収蔵庫・パブリックスペース エントラン

ス含む において、以下のように実施している。

回避

パブリックスペースや展示室通路等に関し

ては、清掃委託業者が休館日を除いた週６日

で清掃しており、虫や塵埃、ごみを除去するよ

うにしている。また、展示室のケースや常設し

ている資料、収蔵庫に関しては、定期的に博

物館職員や 関連の委託業者が清掃をお

こない、資料の状態を点検しながら、異常がな

いか等も含めて早期発見に努めている。

館内のゾーニングについては、エントランス、

作業場所 講堂など 、展示室、収蔵庫で区画

しており、来館者にはエントランスでのみ水分

を摂れるようにしているものの、その他エリア

では飲食禁止としている。

また、外部から侵入する虫の対策として、入

口ガラス面に特定の波長をカットするフィルム

を張ることで、建物内の光による双翅目の誘

引を制限する取り組みや、給湯室に設置して

あるゴミ箱を蓋つきのものに変えるなど、可能

な限り建物内へ誘引させないよう取り組んで

いる。

遮断

外へと直接つながる入口については、歩行

性、飛翔性の虫が入るような状態が続いてい

たため、ブラシやスポンジを使用し、隙間をう

めることで侵入させないようにしている。

外部から資料を入れる搬入庫についてはシ

ャッターが２重になっており、気圧差による直

接的な外気流入を防いでいる。

また、収蔵庫に関しては前室含め扉下にブ

ラシを設置したうえで、粘着マットにてホコリ

等を落としてから、収蔵庫に入るようにしてい

る。扉下につけているブラシは定期的に清掃

を実施しており、その際に溜まった虫の死骸

やホコリなどを除去している。

発見

歩行性昆虫、飛翔性昆虫の侵入は当館入口

である北側玄関と南側玄関からが多いことか

ら、入口付近とエントランスを中心に目視点検

をし、発見次第、捕獲と記録をおこなっている。

また、館内の環境整備として委託に出してい

る業者にも定期的にチェックをしてもらい、常

設展示室や収蔵庫にて資料周辺にフラスがな

いか、どの箇所が比較的多いかなどを記録し、

改善に努めている。

粘着トラップを使っての調査では、侵入経路

と個体数の月別推移が把握でき、季節ごとや

場所ごとの特徴から効率的な増加予防に取り

組むことが可能になった。

また、カビについては不定期ではあるが、目

視による定期点検や浮遊菌調査の実施、

検査による早期発見に努めている。

対処

トラップ調査や目視点検などで虫やカビを

発見した場合は、なるべく隔離し、発生したも

のの除去と、その周辺の清掃をおこない、元

の環境へと復旧作業を行っている。

チャタテムシなどの小さな虫やカビを発見し

た場合は フィルター付きの掃除機で

吸引し、その後、資料の状態を確認しながら、

エタノールを使用して殺菌を行う。館外から

持ち込む場合には、移動可能な燻蒸トラックを

使用し、トラック内の燻蒸庫にて殺虫・殺菌を

行っている。燻蒸後は、資料の状態チェックと

死滅した虫やカビを除去し、特別展示室や収

蔵庫内に被害原因となるものを持ち込まない

ようにしている。なお、予定していた燻蒸時期

とずれていて、早急に対応できないものや、資

料の種類によっては冷蔵庫での低温処理や

剤を使用した低酸素濃度処理も採用して

いる。

収蔵庫内での温湿度の乱れが発生した場合

の対応としては、サーキュレーターを使用した

空気循環や除湿機によって相対湿度の低下と

安定を目指し、庫内での虫の増加やカビの発

生が起きないようにしている。

復帰

対処の効果を確認するため、粘着トラップで

の文化財害虫の増減確認や温湿度が安定し

ているかの確認、 ふき取り調査を行い、

元の状態に戻せるようにしている。

４． 施設の状況を知る調査
４ 温湿度調査

年より温湿度のデータを収集し、経

過観察を行っている。当館では重要文化財や

借用資料を管理する特別収蔵庫と分野別の

収蔵庫を保有しており、前者は温度湿度のコ

ントロールが効く空調を使用し、後者はパッケ

ージエアコンを採用している。当初の調査した

現状としてパッケージエアコンでの管理では

温度・湿度のコントロールがうまくいかない状

況がたびたび起こっており、収蔵環境としては

安定しにくい状態であることがわかった。

また、新規収蔵庫の特徴として、夏場の湿

度上昇と冬場の湿度低下が見受けられ、少な

からず外気の影響を受けていると推測した。

２０１９年７月から８月にかけては庫内の相

対湿度が７０％ を超える時期もあり、安定

した環境ではなかったといえる。加えて、冬場

の乾燥しやすい時期には約４０％ 代まで

低下した時期もあり、木箱等の反りなどが見

うけられることもあった。

改善策として、２０２０年度から夏期に除湿

器とサーキュレーターの設置を行い、空気の

滞留を防ぐことで、相対湿度の上昇を防いだ。

一部収蔵庫では除湿した水を外へ排水できる

図 収蔵庫内の温湿度
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図 収蔵庫内の温湿度
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ドレンがついている箇所もあるが、ドレンがつ

いていない箇所に関しては人力での排水を行

っている。また、冬期には乾燥するため加湿器

水道水中の塩素を抽出し、蒸気としてでない

もの を設置し、湿度低下を防ぐ措置をとって

いる。年間を通して一定の保存環境を保つこ

とが可能となったことで、相対湿度上昇に伴っ

て増加しやすいチャタテムシが減少傾向にあ

ることが確認できた。

２０１９年度から２０２２年度までの４年間の

夏期収蔵庫 ６月～１０月 の温湿度推移を比

較すると、初年度は開館して１年目ということ

もあり、温度や湿度にバラつきがみられたが、

このデータを参考に翌年度から対策を実施し、

資料を適切に保管できうる環境を維持するこ

とができた 図 。

４ トラップ調査

粘着トラップは館内に現在５３箇所設置して

おり、２０２０年４月より１か月ごとの取り換えを

担当職員で行っている。夏期の捕虫数が多い

時期については、数週間で取り換えを行い、

すでに捕虫している虫で他の虫を誘引させな

いようにした。捕虫した虫は文化財害虫事典

に則って判断し、文化財害虫に該当するもの

は同定し、そうでないものは大まかな分類ま

での判断にとどめている。以下にその結果を

まとめる。

①全体の傾向

図２は ２年度の年間を通した捕虫数の

推移をまとめたもので、そのうち青い部分が

文化財害虫ではない虫、黄色の部分が文化

財害虫であることを表している。

年間を通した結果として、４月から６月にか

けてチョウバエやユスリカ、クロバネキノコバ

エなどの双翅目の数が多く、トラップにかかっ

た虫もそのほとんどが飛翔性の虫であった。

物の持ち運びや不用意な開閉、館内から漏れ

ている光などが増加の原因である可能性が高

いと推測した。館内における侵入後の行動範

囲という点では、１階展示室入口付近までは

確認できたが、２階展示室・地下への移動は

ほとんどないことが分かった。また、文化財を

図 館内全体の月別捕虫数 年度

食害する可能性のある虫 文化財害虫 で例

をあげると、この期間はヒメマルカツオブシム

シの幼虫 写真２ やタバコシバンムシといった

虫が入口付近で確認できていたが、幸い展示

室や収蔵庫では確認できなかった。エントラン

ス付近からの展示室等への移動や館内での

増加は現段階で起きてはおらず、被害を未然

に防ぐ手段として、当該期間は優先的な清掃

ポイントとして挙げられるだろう。

写真 ヒメマルカツオブシムシ

なお、ヒメマルカツオブシムシについては、

粘着トラップに捕虫後、脱皮を繰り返しながら

移動することがあり 写真３ 、活発に活動する

期間においては捕虫していたとしても注視す

る必要があると思われる。

写真３ トラップ内でのカツオブシムシの移動

９月をむかえると、前述したような外から侵

入する文化財害虫は減り、チャタテムシ 写真

４ が館内にて増加傾向にあることが分かった。

写真４ チャタテムシ

この増加は局所的な増加ではなく、展示室

や収蔵庫など全体を通して増加する傾向がみ

られ、９月から１１月にかけて増加と減少が確

認できる。局所的な増加ではないため、冷房

から暖房に切る変わるタイミング、もしくは季

節的な環境変化が影響していると考えられる

が、原因究明には至っていないことから今後

の課題としたい。

２０２０年度より３か年にかけて同様の特徴

が確認できたものの、この期間の集中的な収

蔵庫清掃や保存環境改善にて年々減少傾向

にあるため、増加時期の把握と対応はかなり

しやすくなったといえるだろう。

２０２０年度より１か月ごとのトラップ調査とそ

の結果から見えた対策を講じながら、３か年

調査を継続してきた結果、年々捕虫数は減少

しており 図 、 年 月のピーク時よ

り、半減に抑えることができた。

図３ 館内捕虫数年間推移
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②収蔵庫の傾向

収蔵庫は に３室、１ に２室、２ に２室の

計７室あり、トラップでの補虫で確認できる文

化財害虫はチャタテムシのみであったため、

各収蔵庫の結果を合算したものを年度別にま

とめた 図４ 。

９月から 月にかけてチャタテムシの増加

が見られるが、その数を抑制させるため、相対

湿度６０％以上にさせないこと、サーキュレー

ターで壁際などの空気を循環させたこと、増

加時期に合わせた集中的な清掃によって、２０

２２年度はそれ以前の結果より、減少させるこ

とができた。

図 収蔵庫内のチャタテムシ年度比較

５． 課題と今後の展望
リニューアル後に継続した調査を実施した

結果、年間を通した保管環境の注意点と傾向

が見えるようになった。特に４～７月にかけて

は外部から侵入するシバンムシやヒメマルカ

ツオブシムシなどの文化財害虫、９月～１１月

にかけては、館内においてチャタテムシが増加

しやすい傾向をつかんでおけば、効率的かつ

未然に増殖を防ぎ、収蔵資料への被害防止と

理想的な保存環境を維持することが可能とな

る。

は問題が発生してからの対処ではなく、

未然に防いでいくことが重要であるので、資

料に被害が発生しないように時期的な傾向か

ら対策を続けていきたい。

館内においては、調査結果と対策等の周知

と に関する研修を設けることで、学芸部

門の職員のみならず、館全体で取り組めるよ

うな体制づくりと意識向上を目指していきた

いと考えている。

なお、今後も継続した調査をおこない、効果

のあった実例や文化財害虫に対する対処方

法などを報告していく。
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《資料紹介》熊本博物館収蔵品

金箔瓦の科学的調査成果

－資料点数の増加と今後の展望－

下高 大輔

坂本 直也

はじめに

金箔瓦は、屋根瓦に施金した我が国特有

の瓦と言っても過言ではなく 、主に 世

紀後葉から 世紀前葉にのみ生産された

瓦である。当館では、平野コレクション（寄

託品）と山崎コレクション（寄贈品）と呼ば

れる資料群に金箔瓦が含まれている 。

本稿執筆の経緯としては、当館収蔵品の

資料的価値付けもさることながら 、令和

年度秋季企画展「清正から受け継いだ名城

加藤忠広と熊本城 」（開催予定）にて当館収

蔵の金箔瓦を出品する上での詳細調査の実

施に起因する。

本稿では、当館で収蔵している金箔瓦の

科学的調査の成果報告と今後の展望につい

て述べることとする 。 （文責：下高）

 調査対象資料

今回調査対象とした資料は写真 ・ の通

りである。これらは、肥後豊国廟跡 （熊本

市）と伏見城跡（京都市）から出土とされる

瓦である。いずれも瓦当部に肉眼で金が確

認できる金箔瓦を含んでいる。

肥後豊国廟跡出土瓦は、平野コレクショ

ンの金箔三巴文軒丸瓦 点 と、丹辺コレク

ション（寄贈品）と呼ばれる資料群のうち、

中心飾宝珠・唐草文軒平瓦と鬼瓦（鬼面）の

各 点ずつ 合計 点である。

伏見城跡出土瓦はすべて山崎コレクショ

ンであり、軒丸瓦 点、軒平瓦 点、棟込

瓦 点の合計 点である。このうち、肉眼

で金が確認できたのは、金箔無文軒丸瓦 ・

金箔桐文軒丸瓦・金箔菊文軒丸瓦・金箔菊文

棟込瓦の 点である。 （文責：下高）

調査方法

（ ）赤外線写真による墨書有無の観察

金箔瓦の金箔は、主に軒瓦の瓦当部に

施金されており、凹面に施金してあるも

の、凸面に施金してあるもの、全面に施金

してあるものが存在する。その金箔瓦を

製作する工程の中で、墨書等による指示

書きがある可能性を想定し、 株 浜松ホ

トニクス製の赤外線 カメラＣ を

用いて、瓦当部の観察を行った。

（ ）マイクロスコープによる拡大観察

調査対象となる瓦の金箔及び漆箔、瓦

胎土の表面観察をおこなった。表面観察

には 株 セルミック製の を用い

て、 倍から 倍の倍率で拡大し、蛍

光 線分析を実施する箇所及び金箔の可

能性がある部分を観察、記録データとし

て保存した。

（ ）蛍光Ｘ線分析による成分分析

調査対象となる金箔瓦の漆箔、金箔、胎

土 バックグラウンド の定性分析には、

エネルギー分散型蛍光 線分析装置

Ⅲ を調査対象箇所に近

接させ、大気下で分析した。

設定条件は以下の条件で行った。

管電圧：

管電流： μ
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